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平成 29年度（通算第 18回）長崎自然共生フォーラム通常総会 

開 催 報 告 

 

 

日時：平成 29年 7月 22日（土）15：15～17：20 

場所：セントラルホテル佐世保（佐世保市上京町 3番 2号 TEL: 0956-25-0001） 

議長：会長 宮原和明氏 

（長崎総合科学大学名誉教授・NPO 環境カウンセリング協会長崎理事長） 

 

開会に先立ち、事務局長から会員 38 名中、出席者 27 名（うち委任状 13 名）を得

て、総会は成立する旨の確認報告があり、幹事会は省略して議事進行した。 

 

開会挨拶（会長）：総会も１８回を迎えることになりました。日頃より会の運営に協

力いただきありがとうございます。今後も造園建設業協会の皆さんとともに学識者等

とのつながりを活用しながら、実のある活動を続けていきたいと思います。また、課

題である若手技術者の参加、協働の促進を検討していきたいと考えていますので、協

力の程お願いします。 

出席者(会員)：生野、奥野、大塚、蒲原、川里、来崎、鈴木、田雑、中瀬、西田、早

瀬、牧、宮原（五十音順） 

 

○ 議事録 

＜第 1号議案＞ 会員状況報告について（大塚事務局長） 

平成 29 年 4 月 1 日、正会員 38 名。 

（承認） 

 

＜第 2号議案＞ 平成 28度事業報告について（大塚事務局長） 

平成 23 年度からの長崎県補助金事業期間が 5 年であり当年度で終了した。 

（承認） 

 

＜第 3号議案＞ 平成 28度決算報告について（大塚事務局長） 

 平成 28 年度収支決算を紙面により口頭説明があった。 

 一般会計 決算額 １４８，６７５円（次期繰越額   ９２，２２８円） 

                   繰越内訳 現 金  ４４，０２５円 

                        親和銀行 ２０，００８円 

                        郵便局  ２８，１９５円  

                          （承認） 

 

＜第 4号議案＞ 平成 28年度監査報告について（鈴木監事） 

  適正に処理されている旨、鈴木監事から報告があった。 

（承認） 
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＜第 5号議案＞ 平成 29年度事業計画（案）について 

1．事業活動について・・・会の趣旨に沿う補助金を得て、他団体とのコラボ活動

を試みる。会員提案事業を公募し、自主的運営を実施する。また、県・市のノ

ーマイカー運動等の市民運動にも協力する。 

2．運営委員会、幹事会について・・・研究会等の機会に開催する。年２回定期的

に開催する。併せて他団体との交流講演会や研究会への参加を助長する。 

 

3．研究会活動や交流会について・・・会員の学び場や研鑽を兼ねて、年２～３回

自主研究会及び講演会等を企画し、交流の場をつくる。研究会の講師として、

行政課長等にもお願いし、相互理解と行政、大学、事業所の協働の深化を図る。 

(1) 県自然環境課の政策について 

(2) 長崎市・佐世保市等まちづくりや景観行政などの政策について 

(3) 造園分野、環境・まちづくり行政分野の専門家 

4．会員情報誌のニュースレターの充実と発行に取り組む。 

5.（一財）日本造園修景協会への参加検討について 

  協会の動向、メリット・デメリット等の情報を入手し、今後時間をかけて検討

していくこととした。  

     （承認） 

 

＜第 6号議案＞ 平成 29年度予算（案）について 

収 入 会員 35 名として 70,000 円を計上。 

支 出 平成 28 年度 172,675 円に対して、予備費を 75,228 円に減額し、162,228 円。 

繰越金 92,228 円。 

（承認） 

 

○基調講演：自然環境行政-最近の動向-  

長崎県環境部自然環境課参事立田理一郎氏 

 （NL21号で紹介予定） 

 

○交流会 

  総会講演会の後、別室（西海の間）において、ゆるく和気あいあいの中で、交流

会は盛り上がった。参加者は 11名であった（17：30～19：30）。 

 

以上 

 


